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抄録：本研究では，動物園が実施する参加体験プログラムの１つである飼育体験において，参加者の認識

変容を引き起こす要因を明らかにすることを目的として，飼育体験を担当する飼育担当者が参加者に対し

て語った内容と，その語りが参加者にどう伝わったかを分析・考察した．方法として飼育体験中の飼育担

当者のすべての発話を録音したものと体験後の参加者のインタビューを用いた．飼育担当者の語りの中で

本研究では特に飼育担当者と動物との関係に焦点を当てた．飼育担当者が動物との関係について語った内

容は，参加者が体験前にいだいていた飼育員と動物との心通じ合う関係というイメージをくつがえす内容

であったが，同時にそのくつがえしとは対極にあるような担当動物へのいとおしさも語られていた．それ

らの一見相反するように見える動物への姿勢は，人間本位ではなくあくまでも動物本位の接し方や飼育の

内容についての語りの中で統合され，「生態を知って距離をもっているからこそできる信頼関係」こそが飼

育担当者と動物との関係であるという，参加者の新たな認識の形成につながっていることがわかった．
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１．緒言

少子高齢化や環境問題，そしていじめや学力低下など

様々な問題を抱える現代社会では，学校教育を超えた学

びの場や生涯教育の重要性がますます高まっている ．

そのためこれまでのフォーマル・エデュケーションの枠

を超えて，学校・地域が連動し体験をとおしての学びを

提供していくことが必要であり，特に地域の諸施設や団

体，ボランティアグループが提供する参加体験型のプロ

グラムは「インフォーマル・エデュケーションの役割を

期待」 されていると言ってよいだろう．しかしそのよう

な参加体験型プログラムを評価し，その効果や成功要因

を抽出していくことはまだほとんど行われておらず，こ

れからの課題として残されている ．

我々はこれまで環境教育・生涯教育の責任を担う博物

館施設の１つであるＳ市の動物園をフィールドとして，

動物園が主催する参加体験型プログラムの飼育体験が参

加者の認識や心理的側面に対してどのような効果を生み

出すのか，またその効果を引き出す要因は何かについて

調査を行ってきた ．調査対象とした飼育体験は，参加

者が飼育担当者と１対１で行動し午前中の３時間担当動

物の飼育作業に携わるというものである．扱う動物は，

トラやユキヒョウなどの猛獣，オランウータン，オオカ

ミ，白クマ，ニホンザル，シマウマ，猛禽類，爬虫類，

アザラシなど当日の飼育担当者が担当する動物であれ

ば，あらゆる動物が対象となっている．これらの調査に

おいて明らかになったのは，どの動物を担当することに

なっても参加者達は体験を通して，動物や動物園に対す

る新しい認識を得たり，体験そのものに高い満足感を得

ていることであった．さらに体験直後の参加者へのイン

タビューから，参加者達は，作業内容や対象動物よりも，

一緒に作業をした飼育担当者の言葉や行動，態度，知識

に強いインパクトを受け，その結果，作業の意味づけや

認識の変容，動物および動物園との関わり方の捉えなお

しが生じていることも見出した ．そのような変容を生

じさせる主要な要因が，飼育担当者の言葉や動物に対す

る姿勢に接することであったことは，飼育担当者が参加

者の認識変容の「導き手」となっていることを示唆する

ものであると言える．

しかしそれらの研究は参加者の視点からの認識変容の

内容や要因の分析，体験満足度の分析を目的としていた

ため，飼育担当者が実際に作業中にどのようなことを

語っていたのかについては扱っていなかった．そこで本

研究では，認識変容の要因を，参加者の事後の主観的印

象に基づくのではなく，体験中の飼育担当者の発話から

直接抽出することで，より具体的に分析することを試み

た．そのことにより，人が体験や学習の対象と向き合い，

知識や態度の変容を目指すときに，その場に関わる専門
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家や実践家がその変容のプロセスをどう導くのかを明ら

かにすることができるのではないかと考えている．

２．方法

2.1 調査対象

調査対象は以下のとおりとした．

① Ｓ市にある動物園が各回10名を定員に年３回実施

する「大人の一日飼育係」の参加者

② ①の「大人の一日飼育係」を担当する飼育担当者

2.2 調査方法

①の調査対象については，協力を得られた参加者に，

体験終了後グループインタビューを実施した．インタ

ビューは「今日の体験の感想を自由にお話ください」と

いう質問で始めた．そのことにより特に印象に残ったこ

とが語られると考えた．インタビューは ICレコーダー

で録音し，インタビュー終了後に文字データとしたもの

を分析対象とした．2009年度２回，2010年度３回の計５

回を調査対象日とした．

②の調査対象については，協力を得られた飼育担当者

にピンマイクを装着し，３時間の作業中の発話を ICレ

コーダーで録音した．作業終了後，飼育担当者の発話の

みを文字データにした上で分析対象とした．2010年度２

回を調査対象日とした．

2.3 分析方法

参加者のグループインタビューについては，何らかの

認識的・心理的変化が語られている発話だけを抽出し，

どのような変化が生じているか，その変化がどのような

要因で生じているのかの２点についてそれぞれコーディ

ングし分類した．飼育担当者の作業中の発話については，

語られている話題ごとに分類した．

2.4 倫理的配慮

本研究での調査は札幌市立大学倫理委員会の承認を得

て実施した．①の調査対象 通知No.0930-2，②の調査対

象 通知No.1007-02．

３．結果

本研究での調査期間中５回実施された「大人の一日飼

育係」において，体験後インタビューの協力者は全50名

中23名（男性８名，女性15名）であった．作業中の発

話録音に協力を得られた飼育担当者は２日間でのべ15

名（うち４名が２日間とも録音に協力）であった．以下

飼育担当者の発話録音と参加者のインタビューから，⑴

飼育担当者は飼育作業中参加者に何を語ったのか，⑵そ

れらは参加者にどのように伝わり，どのような影響を与

えたのかをそれぞれの発話の抜粋をもとに見ていく．

3.1 飼育担当者は飼育作業中参加者に何を語ったか

飼育担当者達の語りを話題ごとに分類すると，飼育担

当者たちは３時間の飼育体験中，作業内容，動物の生態

や特徴などさまざまなことを参加者に伝えていることが

わかる．しかし担当動物の種類が異なっていても，動物

園において日常行われている動物飼育の作業をするとい

う状況の共通性から，話題にも共通性が見られる．各飼

育員によって表現の仕方や強調の程度に違いがあったと

しても，多くの飼育担当者が動物の生態，作業内容，自

らの飼育哲学などを語っている．本研究ではその中で特

に飼育担当者と動物との関係についての語りに焦点をあ

てる．その理由は，体験後のインタビューで多くの参加

者が印象に残ったこととして飼育担当者のことを取り上

げていること，参加者の認識変容の内容を分類した結果，

飼育担当者と動物との関係や飼育担当者のたいへんさの

項目が動物の生態に関する認識の変化についで，量的に

多かったこと ，そして動物園という人工的な環境の中

で動物を飼育するという行為の基本に，動物と人間との

関係のあり方が避けて通ることのできないテーマとして

存在し，それが飼育担当者の語りの重要な部分を形成し

ているのではないかと考えるからである．

この話題に関する飼育担当者の語りを見ていく前に，

参加者が飼育体験に参加するにあたって動物と飼育担当

者の関係についてどのような認識を持っていたのか見て

おきたい．参加者は真っ白な認知状態で飼育担当者の話

を聞くのではなく，動物と飼育担当者の関係について何

らかの想定や期待と照らし合わせながら飼育担当者とや

りとりをしている．そしてそのやりとりを通して自らの

認識を確認したり，変容させたり，新しい認識を獲得し

ていると考えるからである．

体験後のインタビューから，動物と飼育担当者の関係

についての発話を抽出すると，１つの認識を見出すこと

ができる．それは人間と動物は心が通じ合うというもの

であり，その認識が語られている抜粋は以下のとおりで

ある．

抜粋１

何も知らない一般素人だと，動物に対して幻想を抱い

ている部分があるのかなという感じですね，お世話を

すれば絶対，心が通じるみたいな．
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抜粋２

本当にちょっと恥ずかしながら，この年まで動物園の

飼育員さんというのは，いかなる猛獣であっても，猛

獣とお友達みたいな，何かムツゴロウさんみたいなも

のだと思っていて．

抜粋３

飼育員さんと（動物達が）ふれあって，ほのぼのした

イメージだったんですけれど．

これらの発話からわかることは，参加者達が「人と動

物は心が通じ合う」という認識をもって体験に参加して

いることである．では飼育担当者は飼育作業中，参加者

に対して飼育員と動物との関係について何を語っている

だろうか．収録された語りからは大きく３つの内容が見

出された．１つ目は，動物たちにとって人間はストレス

に他ならないということ，２つ目は動物と心が通じ合う

ことはないということ，そして３つ目は，野生動物はど

んなに小さい動物でも危険であるということである．た

とえ動物が懐いたり肩に乗ってくることがあったとして

も，それは餌を与え育てているからであり，動物に理解

されているわけではないことが語られている．それぞれ

について以下に抜粋をあげる ．

１）動物にとって人間はストレスに他ならない

抜粋４

基本的には，彼らは僕らに構われたくない連中なので，

過剰にそうやって構うと，それもストレスになります．

（Ａ飼育員-1 ）

抜粋５

極端にああいう時間（飼育員が獣舎に入り動物を外に

出す作業をしている状態）が長く続きすぎると，やっ

ぱりストレスが多くかかってけがをしたりとか病気と

か（になる．）（Ｂ飼育員）

抜粋６

僕たちも動物に直接触ったりというのはしないんです

ね．ストレスになるから．（Ｃ飼育員）

抜粋７

かわいがって喜ぶのは，本当にペットだけですよ．ペッ

トというか，犬，猫で，人間にずっと飼いならされた

やつぐらいですよね．触ったら触っただけストレスな

んですからね．（Ａ飼育員-1）

２）動物と心が通じることはない

⑴ 懐くことはあっても理解はされない

抜粋８

（テレビ番組を見ていると）ああ，動物と心が通じるん

だなとか思うじゃないですか．通じるわけないんです

から，どう考えても．そもそも人間同士だって分かり

合ってないのに，動物と人間が分り合うわけないんで

すよね．僕のこと分かってくれているんだなんて思っ

ていたら大間違いですよね．懐いているというのは，

育ててくれたというので懐いているのであって，じゃ

あその人のことを理解し合っているかといったら，そ

れはないと思いますよ．（Ａ飼育員-1）

抜粋９

○○とか△△（猛獣）こそやっぱり（飼育員のことを）

食べ物としか見てないんじゃないですかね．やっぱり

慣れるということは，人工保育とかをしてない限りな

いですよね．……すきがあったら食べられるだろうし．

（Ｃ飼育員）

抜粋10

動物を擬人化するというか，こっちが面倒を見ていれ

ば気持ちが通じるんだみたいな感じ．絶対通じないで

すから．100％それは言えるけど，僕も○○と△△と□

□を見ていますけど，ああ，○○と気持ちが通じた，

なんていうことは１回もないですからね．（Ａ飼育員-

1）

⑵ 肩に乗るのは，生きるため

抜粋11

今僕の肩に乗ってきたのは，○○ちゃん．何で僕の肩

に乗ってきたかというと，別に僕のことを好きなわけ

じゃありません．どちらかといえばあんまり僕のこと

を好きじゃないと思います．なぜ乗ってきたかといい

ますと，○○ちゃんにとって僕の肩の上というのは，

誰にも邪魔されずに確実に餌がもらえる，彼女にとっ

ては安全な餌場なんですね．動物たち，私たち人間も

含めて，食べるというのは生きていく上で非常に大事

なことです．○○ちゃんのように人間の肩に乗ってま

でもリスクを冒してでも餌を食べる．食べるというの

はそれだけ重要ということですね．（Ｄ飼育員）

⑶ 寄ってくるのは餌のときだけ

抜粋12

○○もいつも僕の方を見ているんですよね．餌をやっ

ているからなんですけどね．でも担当が変わったら全

動物園の飼育担当者の語りが導く飼育体験参加者の認識変容のプロセス
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然，見向きもしないですよね．本当に冷たいものだな

と思って．（Ｃ飼育員）

抜粋13

餌が欲しくてそばにくるんですよね．ふだんは呼んで

もこないんですけどね．餌のときだけ．（Ｅ飼育員）

抜粋14

○○くんも，飼育係の人＝リンゴにしか見えないから．

（Ｂ飼育員）

３）野生動物はどんな小さな動物でも危険である

抜粋15

本当にここの動物たちは結構見てくれとか，かわいい

子がもちろん多いんだけど，小さい動物だからって油

断をしていると，危ないよという見本ですね．やられ

るよという．（Ｆ飼育員）

抜粋16

あの□□，小さいけどものすごく力があるから．手を

出して引っ張るから．そうすると帽子でも眼鏡でも何

でも引っ張って，本当にどすーんとやられちゃうから．

（Ｇ飼育員）

抜粋17

この子はこれ以上開けたらすぐ掛かってきます．本当

に掛かってきますよ．ここをやられたら，本当に血が，

じわっとじゃなくて，びゅーっと吹き出ますね．（Ｈ飼

育員）

抜粋18

（かごに入れられている鳥）お客さんにけがをさせ

ちゃったの．あと飼育員も３人か４人けがしている．

飛び掛ってくるの．（Ｅ飼育員）

抜粋19

僕らが見ているのは，ペットではないということは確

実に思わないと，最悪，ウサギぐらいにかまれても別

に死にはしないですけど，チンパンジーとかにこう

やって手を握られただけで，ぐしゃっと握りつぶされ

るぐらいの握力は持っているので，そういう危険な動

物と向き合っているんだなというのを，常に仕事をす

る上で持っておかないと．（Ａ飼育員-1）

動物にとって人間はストレスであり，動物と人間は心

が通じ合うことはなく，動物は大きさにかかわらず危険

であるという語りは，参加者が描いていた飼育担当者と

動物たちの心が通い合ったほのぼのとした関係という認

識を否定し，根底からくつがえしてしまう．これだけを

聞くと飼育担当者と動物たちとの関係は緊張感があり，

飼育担当者はさめた目で動物をみているという印象を与

えるかもしれない．しかし同時に飼育担当者はその姿勢

とは一見対極にあるような，動物たちに対する愛情や愛

着，いとおしくてたまらない様子も見せるのである．そ

れらは作業中に動物に話しかける様子，つい甘やかして

しまうという本音，担当する動物の自慢，そして生きて

いてほしいという必死の思いとして語られている．

抜粋20（話しかけ方）

○○，ほら，おやつ持ってきたよ．はい，ここにある

からね．（Ｈ飼育員）

抜粋21（話しかけ方）

△△ちゃん，△△ちゃん．□□君，□□君．かわいい

ね．（Ａ飼育員-2）

抜粋22（話しかけ方）

はい，あーん．もらいな．あーん．おいしい？ あー

ん．（Ｇ飼育員）

抜粋23（甘やかしてしまうという本音）

やっぱり食べてもらいたいから，どうしてもこういう

風に甘やかしてしまいます．だめですね．ありのまま

の姿をみせなきゃならないのにね．（Ｅ飼育員）

抜粋24（自慢）

僕も結構ほかの動物園へ行った△△（動物の種類）を

見ましたけど，○○（現在自分が担当している動物の

名前）ほどいい雄はいないですね，やっぱり．かなり

ハンサムなんですよ．そしてこの雰囲気もいいんです

よね．（Ａ飼育員-1）

抜粋25（自慢）

（担当動物の顔立ちについて）あれだけかわいいのはあ

り得ないですからね．（Ａ飼育員-1）

抜粋26（自慢）

（自分が担当する動物の中に）100％人工保育の雌がい

て，それが赤ちゃんを産んで，ちゃんと子育てしてい

るんだわ．彼女は頭がよすぎて，こんな子供だとか女

の人，結構，へって．自分の方が上というか．（Ｇ飼育

員）
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抜粋27（手がかかるほど愛着が）

この時期とかは食欲なくして，ぜんぜん餌に手をつけ

ないんですけど，この間まで手で食べさせるんですよ．

だからそういうのをやっているとやっぱり本当に愛着

がわく，愛着というか，かわいいなと思ってきますよ

ね．手間がかかるほどやっぱり．（Ｃ飼育員）

抜粋28（生きていてほしいという必死の思い）

母親はここら辺で亡くなっていたんですよ，その背中

にこの子が乗っていて，子供は生きていたという感じ

なんだけど．本当に初めのうちは，もうかわいいとか，

かわいそうだとか，そんなのどうでもないんですよ．

もうとにかく死ぬな，死んじゃあかん，生きろみたい

な．（Ｆ飼育員）

これらの抜粋で表現されている動物に対するいとおし

さや愛着，必死の様子は，動物に対する冷静な視点と相

反する姿に見えるかもしれない．

しかしこのように一見矛盾しているかのような態度

も，動物をただかわいい存在としか見ないでかわいがる

ことと，動物と人間との関係を承知した上でかわいがる

ことは違うという語りの中で，矛盾ではないことが浮か

び上がってくる．

抜粋29（動物との関係を理解している人には担当動物を

なでている姿を見せられるが）

○○はあんなにかわいい顔をしているけど怖いぞと，

そこまで（一般の人たちが）理解してくれているんだっ

たら僕もやりますよ（動物をなでていますよ）と言う

けど，たいがいの人は，かわいいとしか見ない，かわ

いいか，かわいそうか，そういう見方しかしないので，

そういう人に対して，僕らもなでていますなんて言っ

たら，ああ，やっぱり飼育員さんもやっているんでしょ

うみたいな感じになってしまうので．（Ａ飼育員-1）

抜粋30（金魚の水を毎日換えるのは金魚にとってストレ

スという話題の中で）

水がきれいで，ああ，この人たち（金魚たち）もいい

なと思っているのは人間だけで，実は金魚にとっちゃ

最大のストレスなんですね．……だから，金魚１つとっ

ても，本当に金魚のことを考えているんなら，こまめ

に換えるというのは単なる人間の都合ですよね．……

かわいがっているというのも，ペット感覚というか，

だからもったいないのは，そこまで好きなんだったら，

金魚はどういう生活スタイルをしているのかという状

態まで突き詰めて考えて水を換えるのは，換えるでも

いいんだけど，換えるというだけでも金魚にとっては

ストレスですからね．（Ａ飼育員-1）

これらの語りでは，動物をただかわいい存在としか見

ない場合のかわいがり方は，人間本意のかわいがり方や

愛情の注ぎ方になりがちだが，動物と人間の関係を理解

した上でかわいがるならば，動物本位の姿勢を持って愛

情をそそぐことができること，そしてそれらは本質的に

異なった姿勢であることが述べられている．そして一見

対極にあるように見えた，動物への冷静な視線といとお

しくてたまらない様子は決して相反するものではないこ

とにつながってくる．

動物と人間の関係を理解した上で行う飼育が，動物本

位の飼育となることは，飼育担当者が自分たちの飼育に

ついて語る内容を見ていくとより明らかになる．飼育担

当者は，動物にとって人間がストレスに他ならないので

あれば，いかに動物たちにストレスを与えないように世

話をするか，もしくはそのストレスを少しでも軽減する

ためにどのような工夫をしているのかを語る．その工夫

は，たとえりんごを細かく切ることが動物にとって余計

なことであっても，食べる時間を長くすることで動物た

ちのストレスが和らぐのであれば細かく切って与えるこ

と，同じ空間に人間がいることがストレスであれば，掃

除はできるだけ手早くすることなどである．以下にそれ

らの抜粋をあげる．

抜粋31（嫌がられても「余計なこと」をする）

（りんごなどの餌を細かく切る作業をしながら）

（動物は）餌を食べている時間が楽しい時間で，一番ス

トレスを解消している時間なんですけど，じゃあ，あ

なたたち，楽しい時間なんだからゆっくり食べなさい

と言っても食べるわけがないんですね．なるたけ楽し

い時間というのを長く過ごしてもらいたいので，悪く

言えば，これはわざと食いづらくしているんですね．

だから○○からしてみれば，あいつ何，余計なことを

しているのよと思っていると思うんだけど，それが実

は餌を食べる時間が長くなるんだよという意味におい

ては，ちょっとは○○の精神的ストレスが和らいでい

るのかなという気はしていますよね．（Ａ飼育員-1）

抜粋32（作業も手早く）

（掃除のときは）動物と飼育員が同じ空間にいるという

状態になるので，一番，動物にストレスがかかってい

るときなので，たとえ掃除をするんだと思っていても，

お前のためにきれいにしてやっているんだぞではなく

て，極力，さささっとやって，動物にストレスを与え
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ないというのが一番大事ですよね．（Ａ飼育員-1）

抜粋33

ああいう状態（飼育員が獣舎に入り動物を外に出す作

業をしている状態）というのは，明らかに精神的スト

レスがかかっている状態だから．なるべくああいう時

間も短くしてあげるということが大切．（Ｂ飼育員）

抜粋34（少しでも動物本来の状態を維持できるような環

境をつくる）

何でこんな細かいのをまくかというとちゃんと理由が

あって，○○って１日中かけて山の中で木の実だとか

木の種だとか，すごい細かいやつだとか探して食べて

いるんですね．それを忘れさせないために，探して食

べるということをやらせているんですね．（Ｄ飼育員）

抜粋35（少しでも動物本来の状態を維持できるような環

境をつくる）

どんぐりを植えたんですよ．○○，どんぐりが好きな

んですよ．それで植えたんですけど．（Ｉ飼育員）

抜粋36（人よりも動物を第一に）

動物園ですから，見世物小屋じゃないので，たたき起

して引っ張り出してということはしないですね．あく

までも動物の時間に合わせて飼育をするというのが基

本です．（Ｈ飼育員）

抜粋37（人よりも動物を第一に）

お客さんと動物だったら，僕は間違いなく動物を取る

ので．動物園なので，お客さんに見せなきゃいけない

ということはあるんですけど，僕はどっちかと言えば

動物のストレスの方が気になるので．（少しでも行動空

間が広くなるよう来園者から動物が見えなくなる部屋

のドアも開けて動物が自由に行き来できるようにす

る）（Ａ飼育員-1）

もし愛情や愛着という感情だけで動物と接していると

すれば，動物の嫌がることはしない，ていねいに掃除を

することが動物のため，甘やかして手をかけすぎ動物の

本性を失わせてしまうということが起きるかもしれな

い．しかしそれは人間本位の飼育でしかない．動物と人

間との関係について冷静な認識をもっているからこそ，

人が介在するストレスを和らげるという視点からの飼育

を行い，またそれを語ることができるのである．さらに

動物たちのストレスを最小限にという観点からだけでは

ない，飼育の実践も語られている．

抜粋38（手間をおしまない）

あの上（ふんの上）を歩いたりするので，この子たち

は自分で汚いとは思ってないのかもしれないですけ

ど，仮に手とかをけがしたりして，その状態でふんを

踏んでしまったら，完全に化膿してしまうこともある

ので，やっぱり掃除も手は抜けないというところです

ね．（Ａ飼育員-2）

抜粋39（手間をおしまない）

動物にやってあげたいことがたくさんありますから，

それをしっかりやるということですね．（Ｈ飼育員）

抜粋40（手間をおしまない）

冬は暖房で乾燥しちゃうので，このミスト作業がすご

く大事なんです．これを１日何回もやって，常時湿度

を維持しないと死んじゃうんですよね．（Ｊ飼育員）

抜粋41（時間をおしまない）

飼育員って結構，朝が早いんですよね．……７時半ぐ

らいには来て，動物を朝日に当てているんですよね．

（Ｈ飼育員）

抜粋42（汚い仕事もいとわない）

自分の部屋だと思って…と言われた．先輩には．お前

の部屋にうんこが落ちていたらうれしい？ うんこが

なくなるまで掃除するでしょうと言われたら，そうで

すねって．（Ｂ飼育員）

抜粋43（動物の行動から状態を読み取る）

言葉をしゃべらない動物の行動を見て，その動物が何

を考えているか，どうしたいのかこうしたいのかとい

うことを，やっぱりこっちが読み取っていかなきゃな

らないんだから．（Ｂ飼育員）

抜粋44（動物の行動から状態を読み取る）

餌の担当の職員というのがいますから，我々はその人

に，こういうものを今まで買っていてもらったけど，

例えばちょっと中身に入っている種が大き過ぎるから

違う種類に変えてくれだとか，動物がちょっと年老い

てきたから，もうちょっとこういうものを買ってくれ

とかというのは，動物に聞いて，その餌係に伝える．

（Ｈ飼育員）

抜粋45（動物の行動から状態を読み取る）

動物を観察して，繁殖のタイミングとか，もろもろの

ことを考えたり，体調不良になったときに早めに治療
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を開始するとか．体調が悪くなってから開始しても死

にますから．動物は最後まで我慢していますからね．

平常心を保っていますから．鼻水が出た時点で治療を

開始するというのが鉄則ですよね．私は１日にだいた

い14～15回ぐらいそんなこと（定時観察）を繰り返し

ていますね．（Ｈ飼育員）

これらの語りから，たとえ心が通じ合うことはないと

しても愛情を持って手間をおしまず汚い仕事もいとわ

ず，動物たちの健康を守るために動物の行動を十何回と

観察する懸命な飼育のプロの姿が浮かび上がってくる．

3.2 飼育担当者の語りは，参加者たちにどのように伝

わったのか

ここまで飼育作業中の語りから，特に飼育担当者と動

物との関係に焦点をあて，語りの内容を抽出してきた．

3.1では，飼育担当者は動物たちに対して自らの存在は

ストレスでしかないこと，そして動物と心が通じ合うと

思うのは人間の側の思い込みにすぎず，懐くことと心が

通じ合うことを混同しないこと，野生動物は大きさにか

かわらず危険であることを，さまざまな表現で語ってい

た．これらは体験前に参加者が抱いていた飼育担当者と

動物たちのほのぼのとした，心が通じ合う関係という認

識をくつがえすような内容である．そしてそのような冷

静で客観的な態度とは一見矛盾するような，動物たちに

対する愛情やいとおしさも語っている．また人間がスト

レスであるという動物と人間の関係を認識しているから

こそ，少しでもストレスを和らげる飼育の方法や動物の

生態を理解した上での動物本位の飼育の工夫も語られて

いた．これらの飼育担当者の語りは，参加者たちにどの

ように伝わったのだろうか．体験後のインタビューから，

参加者が飼育担当者と動物の関係に言及している発話を

抽出し，認識がどのように変化したのかを見ることでこ

の問を考えてみたい．

以下の抜粋に示すように，参加者は飼育担当者と動物

との関係について自らの認識が変わったことを語ってい

る．

抜粋46

単純にかわいいから，すごいかわいがるじゃなくて，

ある程度生態を知って距離をもってるからこそできる

信頼関係みたいなものがすごいなあと思って．つい自

分だったらもうかわいい と思ってやっちゃいそう

なものを，かわいいのはかわいいけどこういう性格だ

からっていうところがすごく勉強になりました

抜粋47

飼育員さんがどんな距離感を持って，ペットでもない，

家畜でもない，本来なら野生にいるべき動物と接して

いるのかという距離感がわかったような気がして勉強

になりました．

抜粋48

飼育員さん達がみんな あの子とかこの子とかってい

うとても愛情にあふれる表現というか言い方をしてい

て，でもべたべたする感じではなく，動物園の動物な

んだけれども過保護でもなく個を尊重している感じで

とても勉強になりました．

抜粋46の「かわいいからすごいかわいがるじゃなく

て，ある程度生態を知って距離をもっているからこそで

きる信頼関係がすごい」という表現の中に，飼育担当者

が語ってきた動物との関係，動物本位の接し方，そして

動物に対する愛情についての理解が凝縮されているので

はないだろうか．抜粋48でも，愛情にあふれた表現をし

ている一方で，べたべたしたり過保護になっていない，

だからこそ個の尊重，言い換えれば動物ごとの特性を尊

重した動物本位の接し方になっているという認識が形成

されている．抜粋47は新たな認識を「距離感がわかった」

という言葉を用いて表現している．いずれの抜粋も「（す

ごく）（とても）勉強になりました」という表現で終わる

という共通点を持っているのは，飼育担当者と動物がそ

のような関係であることを知ることが参加者にとってこ

れまで持っていなかった新しい認識を獲得した経験で

あったことを示していると考える．同時に，「すごく」「と

ても」という表現は，それを知ったことに対する満足感

を示唆しているのではないかと考える．

飼育担当者の語りがこのように参加者に伝わり，体験

後に強く印象に残ったこととして語られるのはなぜだろ

うか．すでに述べてきたように，飼育担当者の語りの中

で，動物にとって人間はストレスであり，動物は危険で

あり，懐くことはあっても心が通じ合うことはないとい

う内容は参加者の体験前の認識をくつがえすものであっ

た．一方で動物に対する愛情やいとおしさは，体験前の

認識と重なり合うものである ．飼育担当者の語りは参

加者にとって自己の１つの認識が否定されくつがえされ

ると同時に，別の認識は確認され強化されるという両方

の経験を含むものであったと言っていいだろう．さらに

確認された認識，すなわち飼育担当者は動物達に惜しみ

なく愛情を注ぎかわいがっていることについての認識

も，飼育担当者による動物本位の姿勢を貫いた手間をお

しまない飼育の仕方や，それを支える動物との関係のと
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らえ方を聞くことにより，単にかわいがることとは違う

愛情として意味のとらえなおしが生じている．そのこと

が「かわいいからすごいかわいがるじゃなくて，ある程

度生態を知って距離をもっているからこそできる信頼関

係」という動物と人とのあるべき関係という新しい認識

形成を実現させたのではないだろうか．ある認識のくつ

がえし，別の認識の確認と意味の変化，そしてそこから

新たな認識の構築というプロセスが生じる場が飼育担当

者の語りによって作られ導かれているのである．

さらにこのような体験を通して参加者の認識変容が引

き起こされただけでなく，その結果として動物園に対す

る態度にも変容が生じていることも見ておきたい．

抜粋49

世話していらっしゃる飼育員さんの仕事だとか，それ

から動物園の方々が，来られるお客さんのためにいっ

しょうけんめいいろんなことを準備されているってい

うのを，少し見せていただいて，それじゃあ動物園と

いう施設に行かなきゃいけないのかなって，行って，

みなさんが準備してくださっているのに応えるってい

うんでしょうかね，そういうふうにしていくのが，今

度は外側に出たお客としての私達のやるべきことなの

かと．お客の側としたら，足しげく通って，みんなで

いこうよ，って，そういうふうに宣伝を私もしたいなと

いう気持ちになりました．

抜粋50

やっぱり飼育員さん，スタッフというのはものすごい

苦労だと思うんですよ．それを少しでもわかって他の

もの，家族のものに伝えていければね，こういうもん

だよってことで足を運んでもらえるのかなって．

これまでは来園者という立場であった参加者が，今度

は動物園の協力者として，飼育担当者や動物園のスタッ

フの努力や苦労の伝え手となり，周りの人たちに動物園

を宣伝する役割を担わなければならないという態度の変

容が生じているのである．

結語

本研究は，環境教育・生涯教育の役割を担っている動

物園が実施する，参加体験型プログラムの１つである飼

育体験において，飼育体験を担当する飼育担当者が参加

者に対して何を語り，その語りが参加者にどう伝わった

のかを，飼育担当者と動物との関係を中心に見てきた．

方法として飼育体験中の飼育担当者の語りと体験後の参

加者のインタビューでの語りを録音し，文字化したデー

タを用いた．飼育担当者が動物との関係について語った

内容は，参加者が体験前にいだいていた飼育員と動物と

の心通じ合う関係というイメージをくつがえす内容で

あったが，同時に担当動物へのいとおしさも語られてい

た．それらの一見対立するように見える動物への姿勢は，

人間本位になりがちな動物への姿勢を否定し，動物本位

の接し方や飼育の内容の語りを通して統合され，「生態を

知って距離をもっているからこそできる信頼関係」こそ

が飼育担当者と動物との関係であるという新たな認識を

参加者に形成していることがわかった．

今後は，子どもを対象とした飼育体験プログラムの飼

育担当者の語りを分析し，子どもにどのような認識の変

容が起きているのか，またそれは飼育担当者のどのよう

な語りかけから生じているのかの検討を進めたい．また

本研究で示唆された参加体験型プログラムの認識変容の

プロセスとその導き手となる専門家・実践家の役割が，

自然体験などの異なる体験プログラムにも適用されるの

かを検証していきたいと考えている．
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注

⑴ 抜粋中の○○などの記号は個々の動物の固有名，または

動物の種類をふせるために用いている．○○と同じ記号

で表記していても抜粋ごとに指示対象は異なり，同じ動

物や人物を表しているわけではない．

⑵ Ａ飼育員-1，Ａ飼育員-2の表記は，同一の飼育員による，

参加者の異なる２回の飼育体験での録音であることを表

している．

⑶ 体験前の認識とのずれがないことは，「やっぱり（人間に

対するのと）同じように愛情こめて，きちんとその子のそ

れぞれの状況をみてあげている」（本文中には掲載してい

ない参加者の発話）等の「やっぱり」の部分に示唆されて

いる．
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